
令和７年度 実務経験のある教員科目一覧表 
 

学 年 分 野 科 目 名 
単 位 

(時間数) 
授 業 内 容 

授業 

区分 

1年前期 
専門分野 

基礎看護学 
基礎看護技術論Ⅰ 

1 

（30） 

病院で看護師として 5年以上実務経験のある教員が

担当している。臨床経験で培った看護の対象に必要な

看護技術のうち基本技術となる観察・コミュニケーシ

ョン、感染予防策について、臨床経験を活かしながら

事例を取り入れた内容に重点を置き教授している。 

講義 

・ 

演習 

1年前期 
専門分野 

基礎看護学 
基礎看護技術論Ⅱ 

1 

（30） 

病院で看護師として 5年以上実務経験のある教員が

担当している。看護の対象の健康に影響を及ぼす環境

及び活動と休息について、演習通して教授している。 

講義 

・ 

演習 

1年前期 
専門分野 

基礎看護学 
基礎看護技術論Ⅲ 

1 

（30） 

大学病院で消化器、循環器の看護実務経験（5 年以

上）を有する教員が、その実務経験を活かして、日常

生活援助技術である食事、排泄の項目について、自身

の実体験を踏まえながら教授している。これらの項目

は臨床においては、頻度の高い看護技術であるため、

さまざまな対象に適切な援助ができるように、患者設

定した事例で食事の介助、排泄の介助技術について、

多くの時間を費やし演習を実施している。  

講義 

・ 

演習 

1年前期 
専門分野 

基礎看護学 
基礎看護技術論Ⅳ 

1 

（30） 

病院で看護師として 5年以上実務経験のある教員が

担当している。臨床経験で培った看護の対象に必要な

看護技術のうち基本技術となる衣生活・清潔援助につ

いて、臨床経験と解剖生理の知識を活かしながら事例

を取り入れた内容に重点を置き教授している。 

講義 

・ 

演習 

1年後期 
専門分野 

基礎看護学 
基礎看護技術論Ⅴ 

1 

（30） 

大学病院で 5年以上実務経験した教員がその実務経

験を活かして呼吸・血圧・体温・脈拍（バイタルサイ

ン）について教授している。臨床業務でもとりわけ重

要な業務に位置づけている基本技術の 1つであり、教

員は豊富な実務経験を活かしながら、基本的な測定技

術をまず講義でおさえ、さらに学生の理解が深まるよ

う、設定した患者の事例を通して演習を行い、学生の

技術習得状況を確認している。この科目は対象の健康

レベルを評価していくうえで、重要な科目である。 

講義 

・ 

演習 

1年後期 
専門分野 

基礎看護学 
基礎看護技術論Ⅵ 

1 

（30） 

大学病院で 5年以上実務経験がある教員が、病院勤

務で経験した診療・検査・処置の技術について、実務

経験を活かして教授している。この技術は治療方針に

もかかわる技術であるため、正確性を強調しながら自

身の実体験を踏まえて採血・与薬・注射の項目につい

ては演習を実施している。正確な技術が習得できるよ

うに臨床現場で行われている方法も取り入れた内容

で構成している。薬物療法の看護技術は臨床業務では

日常業務になっているため、演習では豊富な実務体験

の事例を活かしながら薬物療法を受ける患者の心理

についても触れ教授している。   

講義 

・ 

演習 

1年後期 
専門分野 

基礎看護学 
基礎看護技術論Ⅶ 

1 

（30） 

病院で看護師として 5年以上実務経験のある教員が

担当している。初めての看護過程の展開において理論

を基に考え方を意味づけ、演習では個別に指導し実践

につなげていく。 

講義 

・ 

演習 

2年前期 
専門分野 

基礎看護学 
基礎看護技術論Ⅷ 

1 

（30） 

病院で看護師として 5年以上実務経験のある教員が

担当している。臨床経験で培った看護の対象に必要な

看護技術のうち基本技術となるフィジカルアセスメ

ントの技術に加え、事例を取り入れ臨床推論も交えた

教授をしている。 

講義 

・ 

演習 

2年前期 
専門分野 

基礎看護学 
基礎看護技術論Ⅸ 

1 

（30） 

大学病院で看護実務経験（5 年以上）を有している

教員が 1年次の講義・演習での基礎看護技術を土台と

し、講義・技術を押さえながら、臨床で実施している

方法も紹介しながら教授している。また健康レベルの

変化や特徴に応じ、臨床で求められる症状・治療・検

査に関連した臨床看護技術をおさえている 

講義 

・ 

演習 

1年前期 
専門分野 

地域・在宅看護論 
地域看護学概論 

1 

（15） 

大学病院で看護師として 5年以上実務経験のある教

員が、その実務経験を活かして、人と人がつながり協

力し合って生活していることの大切さや、地域で生活

する人々の健康と暮らしを守るための制度や看護活

動について教授する。 

講義 

1年後期 
専門分野 

地域・在宅看護論 
在宅看護概論 

1 

（15） 

病院で看護師として 5年以上の実務経験がある教員

が、その実務経験を活かして、在宅看護の変遷やその

社会的背景、社会のニーズに応じた看護活動の必要

講義 
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性、在宅看護を支える制度、在宅看護を支援する保健

医療福祉活動と多職種連携・協働について教授する。 

2年前期 
専門分野 

地域・在宅看護論 

地域・在宅 

看護援助論Ⅰ 

1 

（30） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、在宅看護の活

動の場と機能、役割,対象について教授する。地域ケア

システムと社会資源を理解し調整的機能について考

える。諸理論をもとに家族の機能と役割を学ぶ。 

講義 

・ 

演習 

2年前期 
専門分野 

地域・在宅看護論 

地域・在宅 

看護援助論Ⅱ 

1 

（30） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、在宅看護に必

要な日常生活援助に関する援助技術を教授する。 

講義 

・ 

演習 

2年前期 
専門分野 

地域・在宅看護論 

地域・在宅 

看護援助論Ⅲ 

1 

（30） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして在宅看護に必要

な医療処置に関する援助技術を教授する。対象の特性

をふまえ、在宅看護を行う上での健康課題を学ぶ 

講義 

・ 

演習 

2年後期 
専門分野 

地域・在宅看護論 

地域・在宅 

看護援助論Ⅳ 

1 

（15） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、在宅看護を展

開するための援助方法や考え方を教授する。 

講義 

・ 

演習 

1年後期 
専門分野 

成人看護学 
成人看護学概論 

1 

（30） 

病院で看護師として 5 年以上実務経験のある教員

が、その実務経験を活かして、成人期にある対象の健

康生活に対する看護の働き、特徴的にみられる健康生

活の様相に対応した看護の内容について教授する。 

講義 

2年前期 
専門分野 

成人看護学 

成人看護援助論Ⅰ 

(急性期における 

対象の看護) 

1 

（30） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、急性期にある

対象のもつ健康上の問題を解決するための看護を教

授している。 

講義 

・ 

演習 

2年前期 
専門分野 

成人看護学 

成人看護援助論Ⅱ 

(慢性期における 

対象の看護) 

1 

（30） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、慢性期にある

対象のもつ健康上の問題を解決するための看護を教

授している。 

講義 

2年前期 
専門分野 

成人看護学 

成人看護援助論Ⅲ 

(回復期における 

対象の看護) 

1 

（30） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、回復期にある

対象のもつ健康上の問題を解決するための看護を教

授している。 

講義 

・ 

演習 

2年後期 
専門分野 

成人看護学 

成人看護援助論Ⅳ 

(終末期における 

対象の看護) 

1 

（30） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、終末期にある

対象のもつ健康上の問題を解決するための看護を教

授する。 

講義 

2年前期 
専門分野 

成人看護学 

成人看護援助論Ⅴ 

(看護過程の展開) 

1 

（15） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、成人期にある

対象のもつ健康上の問題を解決するための看護過程

の考え方、展開について理解できるよう教授してい

る。 

講義 

・ 

演習 

1年後期 
専門分野 

老年看護学 
老年看護学概論 

1 

（30） 

病院で看護師として 5年以上の実務経験がある教員

が、その実務経験を活かして、老年期にある対象の特

徴、老年看護の役割・機能について教授する。 

講義 

・ 

演習 

2年前期 
専門分野 

老年看護学 
老年看護援助論Ⅰ 

1 

（30） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、老年期にある

対象の生活行動を理解し、基本的な技術を教授してい

る。 

講義 

・ 

演習 

2年前期 
専門分野 

老年看護学 
老年看護援助論Ⅱ 

1 

（30） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、老年期にある

対象のもつ健康上の問題を解決するための援助方法

を教授している。 

講義 

2年後期 
専門分野 

老年看護学 

老年看護援助論Ⅲ 

(看護過程の展開) 

1 

（15） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、加齢変化によ

って起こる生活機能の変化、寝たきり予防の援助方法

や看護過程の展開を教授する。 

講義 

・ 

演習 

1年後期 
専門分野 

小児看護学 
小児看護学概論 

1 

（30） 

病院で看護師として 5 年以上実務経験のある教員

が、その実務経験を活かして、小児看護の理念を教授

する。小児各期の成長・発達の特徴と、小児を取り巻

く環境を教授する。 

講義 

・ 

演習 

2年前期 
専門分野 

小児看護学 
小児看護援助論Ⅰ 

1 

（15） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、健康な小児の

養育に必要な知識と日常生活援助技術を教授してい

る。 

講義 

・ 

演習 

2年前期 
専門分野 

小児看護学 
小児看護援助論Ⅱ 

1 

（30） 

 病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、健康問題のあ

る小児と家族の看護、さまざまな健康段階にある小児

の看護について教授している。 

講義 
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2年後期 
専門分野 

小児看護学 
小児看護援助論Ⅲ 

1 

（30） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、健康問題のあ

る子どもに対する基本的な援助方法、健康問題のある

子どもの回復過程を教授する。 

講義 

・ 

演習 

1年後期 
専門分野 

母性看護学 
母性看護学概論 

1 

（15） 

病院で助産師として 5 年以上実務経験のある教員

が、その実務経験を活かして、母性看護の対象、母性

看護の役割・機能について教授する。 

講義 

2年前期 
専門分野 

母性看護学 
母性看護援助論Ⅰ 

1 

（30） 

病院で助産師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、妊婦・産婦・

褥婦と新生児の正常な経過を理解し、対象に必要な看

護を教授する。周産期の母児の看護を通して、生命の

神秘性や尊さを知り、生命尊重の価値観を養えるよう

教授している。 

講義 

2年後期 
専門分野 

母性看護学 
母性看護援助論Ⅱ 

1 

（30） 

病院で助産師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、母性各期の健

康に影響を及ぼす因子を理解し、疾病予防及び対象が

役割を果たすために必要な看護を教授する。 

講義 

2年後期 
専門分野 

母性看護学 
母性看護援助論Ⅲ 

1 

（30） 

病院で助産師として経験（5 年以上）を有している

教員が、その実務経験をいかして、ウエルネス志向で

の看護過程の考え方や妊婦・新生児の看護技術、不妊

症の看護について教授する。 

講義 

・ 

演習 

1年後期 
専門分野 

精神看護学 
精神看護学概論 

1 

（30） 

病院で看護師として 5 年以上実務経験のある教員

が、その実務経験を活かして、人間の心の成長、発達

と心の健康に関連する要因、精神（心）の健康の保持

増進に必要な知識を教授している。精神看護学を展開

する上で基盤となる倫理や人権について学ぶ。 

講義 

2年前期 
専門分野 

精神看護学 
精神看護援助論Ⅰ 

1 

（30） 

 病院で看護師として実務経験（5 上）を有している

教員が、その実年以務経験をいかして、精神障害者の

社会復帰、地域生活に必要な制度や今後の精神看護に

おける課題や展望について教授している。コミュニケ

ーションのあり方を考察し、治療的人間関係の構築や

発展過程について学びを深めるよう教授している。 

講義 

・ 

演習 

2年前期 
専門分野 

精神看護学 
精神看護援助論Ⅱ 

1 

（30） 

 病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、代表的な精神

疾患、精神障害、精神症状の概要及び看護の実際を教

授する。精神障害のある対象への援助方法、精神科病

棟における治療環境、安全管理を学ぶ。 

講義 

・ 

演習 

2年後期 
専門分野 

精神看護学 
精神看護援助論Ⅲ 

1 

（15） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、精神障害を持

つ対象への看護過程の展開を教授する。 

講義 

・ 

演習 

3年後期 
専門分野 

看護の統合と実践 
看護の実践 

1 

（30） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、複数の事例を

設定し、必要な援助の優先順位を考え、実施すること

で、総合的な看護援助を教授する。 

講義 

・ 

演習 

3年前期 
専門分野 

看護の統合と実践 
看護の統合Ⅰ 

1 

（30） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、医療安全対策

や診療の補助業務場面や療養用の世話における医療

事故を理解し、患者の安全・安楽を考慮した事故防止

の基礎的能力について教授する。 

講義 

・ 

演習 

3年後期 
専門分野 

看護の統合と実践 
看護の統合Ⅱ 

1 

（30） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、災害看護の基

礎的知識を教授する。また、トリアージ体験や救急処

置・搬送などの援助を取り入れ実践できる能力につい

ても教授する。 

講義 

・ 

演習 

3年後期 
専門分野 

看護の統合と実践 
看護の統合Ⅲ 

1 

（15） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、既習の医療・医療保健（診療報酬）の知

識をもとに医療チームの一員として看護サービスが

実践できる基礎を教授する。チーム医療及び多職種と

の協働の中で、看護師として看護をマネジメントでき

る基礎的能力、看護管理の概要を理解し、専門職業人

としての意識を高める。 

講義 

臨 地 実 習 

1年 

前・後期 

専門分野 

基礎看護学 
基礎看護学実習Ⅰ 

1 

（45） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、病院の概要を

知り、看護の対象と看護活動を教授する。入院してい

る対象の日常生活および基本的ニードを理解し、対象

が必要としている日常生活援助を実践するための能

力を習得できるよう教授する。 

実習 



- 3 - 

2年後期 
専門分野 

基礎看護学 
基礎看護学実習Ⅱ 

2 

（90） 

 病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、看護過程の構

成要素と看護過程を展開する基礎的能力について教

授する。 

実習 

3年 

前・後期 

専門分野 

地域・在宅看護論 

地域・在宅 

看護論実習Ⅰ 

2 

（90） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、健康の保持増

進のための地域における看護活動や、地域包括ケアシ

ステムにおける看護師の役割について教授する。 

実習 

3年 

前・後期 

専門分野 

地域・在宅看護論 

地域・在宅 

看護論実習Ⅱ 

2 

（90） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、地域における

看護活動から、保健、医療、福祉サービスの実際、在

宅療養者とその家族に対する看護の役割について教

授する。 

実習 

3年 

前・後期 

専門分野 

成人看護学 

成人看護学実習Ⅰ 

(急性期) 

2 

（90） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、急性期にある

対象の特徴、対象の障害の変化に応じた援助について

教授する。手術を見学し、手術を受ける対象を身体的・

心理的側面についても教授する。 

実習 

3年 

前・後期 

専門分野 

成人看護学 

成人看護学実習Ⅱ 

(慢性期・回復期) 

2 

（90） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、慢性期・回復

期にある対象の特徴、障害に応じた援助や症状の自己

管理、日常生活の自立と社会復帰に向けての援助につ

いて教授する。 

実習 

3年 

前・後期 

専門分野 

成人看護学 

成人看護学Ⅲ 

(終末期) 

2 

（90） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、終末期にある

対象の特徴、対象および家族の苦痛緩和と QOL実現の

ための援助について教授する。 

実習 

3年 

前・後期 

専門分野 

老年看護学 
老年看護学実習 

2 

（90） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、老年期の特徴

および高齢者を取り巻く環境や生活史に応じた看護

援助について教授する。 

実習 

3年 

前・後期 

専門分野 

小児看護学 
小児看護学実習 

2 

（90） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、小児各期の特

徴、こどもの成長・発達に応じた養育と対象に応じた

看護援助について教授する。 

実習 

3年 

前・後期 

専門分野 

母性看護学 
母性看護学実習 

2 

（90） 

病院で助産師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、妊婦・産婦・

褥婦および新生児とその家族の看護について教授す

る。 

実習 

3年 

前・後期 

専門分野 

精神看護学 
精神看護学実習 

2 

（90） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、精神障害を持

つ対象の特性、対象に応じた知識、技術、態度につい

て教授する。 

実習 

3年後期 
専門分野 

看護の統合と実践 
統合実習 

2 

（90） 

病院で看護師として実務経験（5 年以上）を有して

いる教員が、その実務経験をいかして、看護実践能力

に必要とされる知識・技術を教授する。専門分野の実

習を踏まえ、実務に即した実習を経験すことにより、

専門職業人としての責任と役割を教授する。 

実習 

合計単位数 

（時間数） 

64 

(2130) 
  

 


